
令和 7 年度 近畿インフラ DX 推進センター 
無人化施工研修 入門編 実施要領 

 
１．目 的  

無人化施工における基礎知識および基本操作を習得する。 
 
２．対象者  民間の建設技術者 

※無人化施工による作業を想定した災害に迅速に対応することを目的としているため、 
近畿地方整備局と災害協定を締結している団体等の建設技術者を対象とします。 
（災害協定とは） 

災害発生時に、近畿地方整備局所管施設等の応急対策の実施について協力すること
を定めた協定をいう。 

 
３．研修実施日 ① 6/16(月) 

      ② 6/17(火) 
      ③ 6/18(水) 
      ④ 6/30(月) 
      ⑤ 10/20(月) 
 

４．募集人数 各日 6 名 
   ※原則、お申込は先着順で受け付けます。 

 
５．研修時間 9：30～17：00 （受付 9：00～） 

     ※開始 10 分前までに会場にて受付をお済ませください。 
 

６．研修会場 近畿技術事務所内近畿インフラ DX 推進センター（枚方市山田池北町 11－1） 
 
７．研修内容 別紙「カリキュラム」参照 
 
８．CPD・CPDS 

各カリキュラムを受講された方には以下の CPD・CPDS 受講証明書を発行します。 
・（公社）土木学会継続教育（CPD）          
・（一社）全国土木施工管理技士会連合会継続学習（CPDS） 
※現在 CPD プログラム申請中のため、単位数等は確定後、本要領を更新してお知らせいたします。 

 
９．申込方法 

・本実施要領をご確認の上、近畿地方整備局 HP 内「インフラ DX 研修」ページの申込フォームよ
り、お申込みください。 
申込フォーム URL：https://web-entry.kyokai-kinki.or.jp/dxtraining 

※推奨ブラウザ：Microsoft Edge、Google Chrome、Firefox、Safari 



・申込フォームからお申込みいただいた時点で、申込完了メールを送信いたします。受講の可否
につきましては、申込みから 1 週間以内にあらためてメールにてご連絡を差し上げます。 

・お申込み時には、所属企業と地方整備局が災害協定を締結している証明書（協定の締結又は、
協定により施工を行うことを確認できる書類でも可）を PDF 等の電子データで添付いただきま
すようお願いいたします。 

・申込数が定員に達した場合及び、過去に同研修の受講歴がある場合はキャンセル待ちとなりま
す。 

・1 企業につき複数名のお申込があった場合、後ほど受講者の調整をさせていただく場合がありま
す。 

 
10．問合せ先 

研修運営委託業者 （一社）近畿建設協会 研修受付担当：森川
もりかわ

、牛尾
う し お

 
     E-mail：infokinki-infradx@kyokai-kinki.or.jp  TEL：06-6941-3413 

     問合せ可能時間：9:00～17:00（土日祝を除く） 
 

11．申込期限 ① 6/2(月)、② 6/3(火)、③ 6/4(水)、④ 6/16(月)、⑤ 10/6(月) 
      ※申込者多数の場合、申込期限前に受付を締め切ることがございますのでご了承願います。 
 
12．受講料  無料 
 
13．キャンセルについて 
  ・受講をキャンセルされる場合は、事務局からお送りするメールに記載された URL より速やかに

手続きをお願いいたします。 
 
14．その他 
  (1)当日は実技研修がありますので、動きやすい服装でお越しください。 
  (2)当日の持参物 

受講票、筆記用具、本人確認書類（顔写真、所属企業が確認できるもの 例：社員証、監理技術
者資格者証、運転免許証＋保険証）、ヘルメット、軍手等 

※雨天時は雨具（傘、レインコート、長靴） 
  (3)研修は日帰りとなります。昼食については各自でご準備ください。食事の提供は行いません。 

(4)講義室内は飲食禁止です。施設 1 階談話室での飲食は可能です（食堂は営業しておりません）。 
(5)施設内は指定場所以外禁煙のため、喫煙は所定の場所にてお願いいたします。 

  (6)敷地内に設けられている駐車場はスペースに限りがございますので、なるべく公共交通機関を
ご利用ください。 

  (7)災害・天災等が発生した場合、開催を中止する場合がございます。また、雨天時は一部プログラ
ムを変更して実施する場合がございます。 

(8)研修会場での事故・盗難等について、一切の責任を負いかねます。 
(9)当研修を受講された企業については、リストを作成し、今後の災害対応等に活用させていただき

ます。 


